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TONEとね

布川町・文村・文間村・東文間村が合併し利根町が誕生して60年
－１１月８日（日）　利根町公民館－

（詳細については、２～３ページをご覧ください）

誕生60年を祝う　利根町制施行60周年記念式典

式辞を述べる遠山町長
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11
月
８
日（
日
）、
利
根
町
公
民
館
に
お
い
て
利
根
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
町
内
外
の
来
賓

者
、
招
待
者
、
一
般
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
遠
山
町
長
か
ら

式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
小
・
中
学
生
か
ら

「
利
根
町
」
を
題
材
に
作
文
や
絵
画
を
募
集
し
、
各
部
門
で
最
優
秀
作
品
を
表
彰
。
そ
の
ほ
か
町
で

は
「
10
年
後
の
私
・
家
族
へ
の
手
紙
」
と
題
し
、
手
紙
を
募
集
し
ま
し
た
。
書
い
た
手
紙
を
小
・
中

学
校
、
一
般
の
方
の
代
表
に
よ
り
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
、
封
緘
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
手
紙
は
、

10
年
後
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
２
部
で
は
、
町
の
団
体
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
上
映
し
ま
し
た
「
利
根
町
60
周
年
記
念
映
像
」
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
後
日
公
開
す

る
ほ
か
、
利
根
町
図
書
館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。△式辞を述べる遠山町長

△小中学校絵画・作文コンクール表彰式　遠山町長より表彰を受ける
　代表で利根中学校 3 年の相

あい

澤
ざわ

　恵
めぐみ

さんが「利根町の魅力」と題し、作文を朗読

△式典では、来賓者の方々に祝辞をいただきました

△井原町議会議長あいさつ
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△

「
10
年
後
の
私
・
家
族
へ
の
手
紙
」
封
緘
式
、

思
い
を
込
め
て
投
函

△利根町文化協会所属のコーラスグループ 3 団体による歌を披露

△▽利根地固め唄保存会と文間小学校4 年生による地固め唄
　　を披露

△
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
会
場
が
一

体
と
な
り
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
を
行
う

第2部アトラクション

△ポストに投函する前に、司会者からインタビューを受け、手紙に書いた思いを語る
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手続きでマイナンバーが必要になります

国民健康保険・後期高齢者医療保険・児童手当などの福祉・介護保険・母子保健の各種手続きや
税の申告などには、マイナンバーの提示・記入が必要になります。

ステップ　4

国民健康保険なら…

後期高齢者医療保険なら…

こんな場面でマイナンバーの提示・記入が必要になります

例えば・・・
●国民健康保険に加入するとき、やめる時の申請に
●国民健康保険加入者の氏名が変わった時の申請に
●世帯主が変わったときの申請に
●保険証を紛失などして、再発行の申請に
●高額療養費などの支給を受ける申請に
● 70歳になって高齢受給者証をもらう申請に� など

例えば・・・
●転入・転出などで住所が変わった時の申請に
●保険証を紛失などして、再発行の申請に
●高額療養費などの支給を受ける申請に� など

国民健康保険の届出人は、世帯主の方です。
マイナンバーは、世帯主と対象となる家族
の方（国民健康保険をやめる方など）の両
方が必要になります。 問い合わせ先　役場保険年金課　国民健康保険係

　　　　　　　℡ 68－ 2211（内線 255・256）

問い合わせ先　役場保険年金課　後期高齢者医療係　℡ 68－ 2211（内線 239）

児童手当など福祉の手続きなら… 例えば・・・
●児童手当の申請に　　●児童扶養手当の申請に
●保育所等の入所申請に　　●生活保護の申請に
●障害福祉サービスの申請に
●特別児童扶養手当、特別障害者手当等の申請に
●自立支援医療の申請に� など

問い合わせ先　役場福祉課　子ども福祉係　℡ 68－ 2211（内線 337・345）
　　　　　　　役場福祉課　社会福祉係　　℡ 68－ 2211（内線 332・333）

保険や福祉、税などの

申請・届け出の時には、マイナンバー

のカードを持って行こうね !!

※通知カードの場合は、
身分証明書の提示が必要です。
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マイナンバー（社会保障・税番号制度）特集記事　Vol.6

平成 28年 1月から、社会保障や税などの行政

マイナンバーの通知カードが届いたら、個人番号カードを申請しましょう！

制度実施の流れ

来年１月～
社会保障・税などの手続きで、
マイナンバーの利用開始

平成29年１月～
国の行政機関の間で、
情報連携を開始

平成29年7月～
地方公共団体なども含めた、
情報連携を開始

社会保障や税などの行政手続きには、通知カードか個人番号カードを持って
いきましょう！

■　通知カードの場合は、本人確認のため身分証明書の提示も必要となります。

■　個人番号カードの場合は、身分証明書の提示は不要です。

申請をした方には、平成２８年１月以降に個人番号カードの交付を行います。個人番号カードは、
マイナンバーなどが記載され、本人写真が表示されますので身分証明書として利用できるほか、
e-Tax（国税電子申告・納税システム）の電子申請が行えます。　申請手数料は無料です。

町民の皆さんは、来年１月以降、国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険の手続き、児童手
当等の福祉の給付、確定申告等の税の手続きで、申請書などにマイナンバーを記入することになり
ます。手続きには、「通知カード」か「個人番号カード」をお持ちください。

身分証明書
本人確認のため、運転免許証や旅券等の写
真入りの本人確認書類が必要となります。

身分証明書
本人確認のため、運転免許証や旅券等の写
真入りの本人確認書類が必要となります。

ステップ　１

ステップ　3

ステップ　2
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◎問い合わせ先
　○通知カード・個人番号カードに関すること
　　役場住民課　窓口係　℡68－2211（内線254）
○マイナンバー制度に関すること　（マイナンバー総合フリーダイヤル）
℡０１２０－９５－０１７８（無料）
平日：午前9時30分～午後10時
土・日曜日、祝日：午前9時30分～午後5時30分　※年末年始を除く

母子保健の手続きなら…

介護保険なら…

税の申告などの時なら…

例えば・・・
●妊娠の届け出に（妊婦の方のマイナンバー）
●低体重児出生の届け出に
　　（乳児と産婦の方のマイナンバー）
●養育医療給付の申請に
　　（乳児と扶養義務者の方のマイナンバー）� など

例えば・・・
●転入・転出などで住所が変わった時の申請に
●保険証を紛失などして、再発行の申請に
●高額介護サービス費などの支給を受ける申請に
●負担限度額認定の申請に� 　　など

例えば・・・
●町・県民税申告書や法人町民税申告書に
●所得税の確定申告書、届出書、法定調書、給与支払
　報告書に　　　　　� 　　など

問い合わせ先　利根町保健福祉センター　健康増進係　℡ 68－ 8291

問い合わせ先　役場福祉課　高齢介護係
　　　　　　　℡ 68－ 2211（内線 341～ 343）

問い合わせ先　役場税務課　町民税係　℡ 68－ 2211（内線 262）

マイナンバー（社会保障・税番号制度）特集記事　Vol.6

所得税は平成 28年分の申告書から、町・県民税は平成 29年度以降の申告書から、法
定調書は平成28年1月以降の金銭等の支払等に係るものから、個人番号（マイナンバー）・
法人番号の記載が開始されます。

こんな場面でマイナンバーの提示・記入が必要になります
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平
成
27
年
第
２
回
利
根
町
議

会
臨
時
会
が
、
10
月
13
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら
町
議
会
議
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
は
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
が
必
要
な
た
め
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
27
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処

分
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

布
川
小
学
校
の
大
規
模
改
造

事
業
に
お
け
る
空
調
工
事
の
請

負
契
約
と
、
利
根
中
学
校
の
大

規
模
改
造
事
業
に
お
け
る
空
調

工
事
の
請
負
契
約
に
関
す
る
議

案
が
「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
」
第
２
条

の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
詳
し
く

は
『
と
ね
ま
ち
議
会
だ
よ
り
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

第
２
回

利
根
町
議
会
臨
時
会

　国民年金には、経済的な理由で保険料を納めることが困難な場合、申請により保険料の全額または、
一部が免除される「申請免除制度」や障害基礎年金や生活保護を受けている方などが該当する「法定免
除制度」があります。		
　また、若年層（２０歳代）の方を対象として保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」や学
生の方を対象とした「学生納付特例制度」もあります。	
　これらの保険料免除や納付猶予などを受けた期間については、年金を受け取るために必要な受給資格
期間に算入されますが、受け取る年金額は保険料を全額納付した場合より少なくなります。	
　このため、これらの期間は１０年以内	（例えば、平成２７年１２月であれば平成１７年１２月分まで）
であれば、後から保険料を納付すること（追納）ができるようになっており、将来、受け取る年金額を
増額するためにも、追納することをお勧めします。　
　なお、保険料の免除や納付猶予などの承認を受けられた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に
保険料を追納する場合は、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。（お早目の追
納をお勧めいたします）	
　追納保険料は、原則古い期間から順次納めていただくことになります。	
　支払方法は、納付書でお支払いください（口座振替ならびにクレジット納付は、できません）。

◎問い合わせ先　　役場保険年金課　国民年金係　　℡６８－２２１１（内線２３６）
　　　　　　　　　土浦年金事務所　国民年金業務課　　℡０２９－８２５－１１７０

※平成２５・２６年度は、追加加算額はありません。

国民年金保険料の追納制度をご存知ですか？

年　　　　度 全額免除・猶予・
特例の場合 ３／４免除の場合 半額免除の場合 １／４免除の場合

平成１７年度の月分 １４，８８０円 ― ７，４４０円 ―
平成１８年度の月分 １４，９３０円 １１，１９０円 ７，４６０円 ３，７３０円
平成１９年度の月分 １４，９６０円 １１，２１０円 ７，４８０円 ３，７３０円
平成２０年度の月分 １５，０９０円 １１，３２０円 ７，５４０円 ３，７７０円
平成２１年度の月分 １５，１６０円 １１，３６０円 ７，５８０円 ３，７８０円
平成２２年度の月分 １５，４３０円 １１，５７０円 ７，７２０円 ３，８５０円
平成２３年度の月分 １５，２２０円 １１，４１０円 ７，６１０円 ３，８００円
平成２４年度の月分 １５，０７０円 １１，３００円 ７，５３０円 ３，７６０円
平成２５年度の月分 １５，０４０円 １１，２８０円 ７，５２０円 ３，７６０円
平成２６年度の月分 １５，２５０円 １１，４４０円 ７，６２０円 ３，８１０円

平成27年度中に追納する場合の額
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○
臨
時
福
祉
給
付
金

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成

26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
が
低
い
方
々
に
対
し

て
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま

で
の
間
の
、
暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

支
給
要
件

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
な
い
方
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活

の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い

る
場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、

課
税
者
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
場
合
）

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る

場
合
な
ど
は
、
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

支
給
額

・
対
象
者
一
人
に
つ
き
６
０
０

　

０
円

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
は
、
平
成
26
年
４
月
の
消
費

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
在

す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で

す
。

こ
ん
な
と
き
は
‥
‥
‥

１
．
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き

に
は
、
必
ず
役
場
税
務
課　

資
産
税
係
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
翌
年
か
ら
固
定
資
産

税
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

届
け
出
が
な
い
と
す
で
に

無
く
な
っ
た
建
物
に
も
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が

死
亡
さ
れ
た
と
き

　

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
相

続
人
が
納
税
義
務
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
登
記
名
義
変
更

は
法
務
局
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
相

続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い

た
だ
き｢

納
税
義
務
者
変
更

届｣

を
役
場
税
務
課	
資
産

税
係
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
法
務
局
へ
家
屋

を
登
記
し
て
い
な
い
未
登
記

家
屋
の
場
合
は｢

未
登
記
家

税
率
引
き
上
げ
の
影
響
等
を
踏

ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
臨

時
特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
を
受
給
す
る
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
特
例
給
付
（
児
童

手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
以
上

の
方
に
、
児
童
一
人
当
た
り
月

額
５
０
０
０
円
を
支
給
し
て
い

る
も
の
）
を
受
給
す
る
方
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。	

支
給
額

・
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
０

　

０
０
円

　

各
給
付
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
申

請
期
限
ま
で
に
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
限

12
月
25
日（
金
）、
郵
送
の

場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
５
）

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
担
当

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
28
年
度
龍
ケ
崎

地
方
塵
芥
処
理
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
追
加
受

け
付
け
を
し
ま
す

役
場
税
務
課　

資
産
税

係
か
ら
の
お
知
ら
せ

屋
所
有
者
変
更
届｣

を
役
場

税
務
課	

資
産
税
係
へ
提
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
所
有
者

を
変
更
で
き
ま
す
。

３
．
自
宅
に
隣
接
す
る
土
地
を

購
入
し
、
宅
地
と
し
て
一
体

利
用
さ
れ
て
い
る
と
き

　
　

売
買
な
ど
で
隣
接
し
た
土

地
を
購
入
し
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
用
地
と
し
て
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
一
画
地
と

み
な
し
住
宅
用
地
と
し
て
の

特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

資
産
税
係　

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
７
４
・

２
７
５
）

　

平
成
28
年
５
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
４
月
30
日
ま
で
に
、
龍

ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
が
発

注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、

物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
そ

の
他
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
す
。

　

こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者

と
決
定
さ
れ
た
方
以
外
は
、
原

則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処

理
組
合
の
入
札
や
見
積
に
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者

は
必
ず
資
格
申
請
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

平
成
28
年
２
月
１
日（
月
）

　

～
29
日（
月
）
ま
で

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
。

○
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
き

ま
す
。

○
受
付
場
所　

龍
ケ
崎
地
方
塵

芥
処
理
組
合
総
務
課
庶
務
係

○
申
請
書
類　

全
国
統
一
様

式
（
国
土
交
通
省
統
一
様
式

可
）、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
組

合
窓
口
、
ま
た
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
平
成
28
年
１
月

４
日（
月
）
か
ら
配
布
の
「
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合

総
務
課　

庶
務
係　

〒
３
０

１

－

０
８
０
１　

龍
ケ
崎
市

板
橋
町
４
３
６
番
地
２　

℡

０
２
９
７

－

６
０

－

１
７
７

７
ＦＡＸ
０
２
９
７

－

６
０

－

１

７
７
８
ＨＰhttp://business

2.plala.or.jp/ryujin/
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平成28年度　保育所等園児　募集
　町では、平成２８年度保育所等入所児童を募集いたします。
　次のとおり受け付けを行いますので、入所を希望される場合は、入所基準を確認の上、お申し込みくだ
さい。また、他市町村の保育所等入所を希望される場合は事前にご相談ください。
　平成 2７年度入所されている方は、継続入所確認手続きの書類を保育所等を通じて配布いたします。
○入所基準
　保育所等入所希望児童の住所が利根町にあり、保護者または同居の家族全員が次のいずれかの要件に該
当し、保育を必要とする理由がある場合です。

１　就労している（週１６時間以上の就労）
２　母親が妊娠中、または出産前後である（予定日前８週を含む月初めから後８週を含む月末まで）
３　保護者に疾病、心身に障害がある
４　親族の介護・看護をしている
５　災害（火災・風水害・地震等）の復旧にあたっている
６　求職活動中である（起業の準備を含む）　
７　就学している
８　社会的養護の観点から保育の実施が必要と認められる場合
９　その他、上記に類する状況でお子さまの保育ができない場合

※６５歳以上の方は、この限りではありません。

○保育利用のご案内　配布
　役場福祉課、および各保育所等で配布しています。また、町公式ホームページ（http://www.town.
tone.ibaraki.jp/）からもダウンロードできます。

　※対象年齢については、ご相談ください。
　※定員欄　２号…保育の必要性の認定を受ける満３歳以上就学前の子ども
　　　　　　３号…保育の必要性の認定を受ける満３歳未満の子ども

○提出場所　役場福祉課　子ども福祉係　③番窓口
○受 付 日　１２月１８日（金）まで　　午前８時３０分から午後５時１５分まで

　※土・日曜日は除く。　ただし、１２月９日（水）は午後８時まで受け付け
　＜なお、郵送による提出書類の受け付けは行いません＞

○注意事項
　保育所等の入所は、公正な方法により選考を行っています。
　選考方法として、利用調整基準表に基づき、点数化等して点数の高い順に入所の決定を行っています。
　また、入所児童が各保育所等の定員を超えた場合は、入所基準該当者であっても入所できない場合があ
ります。

◎問い合わせ先　　役場福祉課　子ども福祉係　℡６８－２２１１（内線３３７）

施設区分 保育所 認定こども園 事業所内保育所
施 設 名 布川保育園 文間保育園 東文間保育園 利根二葉幼稚園 利根大和幼稚園 もえぎ野わかば保育園
所 在 地 布川 3003 － 2 立木 755 中谷 1005 － 1 羽根野 850 布川 2070 もえぎ野台 1－ 1－ 8
電話番号 ☎ 68 － 3501 ☎ 68 － 3194 ☎ 68 － 2303 ☎ 68 － 4633 ☎ 68 － 3438 ☎ 84 － 6081

定　 員 ２号　36 名 ２号　57 名 ２号　36 名 ２号　20 名 ２号 10 名 ―
３号　24 名 ３号　33 名 ３号　24 名 ― ３号　６名（２歳）３号・地域枠４名

対象年齢 ６カ月以上 ３歳児以上 ２歳児以上 57日から２歳児まで

開園時間
平日　午前７時

～午後６時
平日　午前７時

～午後７時
平日　午前７時

～午後７時
平日　午前７時

～午後６時
平日　午前７時

～午後６時
平日　午前７時

～午後７時
土曜　午前７時

～午後６時
土曜　午前７時

～午後５時
土曜　午前７時

～午後５時 ― ― 土曜　午前８時
～午後６時
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利根町新築マイホーム取得助成金のご案内

　平成２７年４月１日以降に町内に住宅を新築、建て替え、または建売住宅を購入
した方に対して、住宅取得にかかった費用の一部を助成しています。

○　対象となる住宅
　次に掲げる全ての要件を満たす建物が対象となります。
・　玄関、居室、台所、便所および浴室を有し、生活するために必要な機能を備えていること。
・　自己の居住の用に供する部分の床面積が、５０平方メートル以上であること。
・　都市計画法、建築基準法その他法令の規定に違反していないこと。

○　対象者
　次に掲げる全ての要件を満たしている方が交付対象となります。
・　平成２７年４月１日以降に町内に住宅を新築、建て替え、または建売住宅を購入して５年
以上定住する方

・　取得した住宅の所有権の持分を２分の１以上有する方（※住宅居住者で２分の１以上）
・　申請日の属する前年度において市区町村民税等に滞納がない方
・　自治会等に加入している方
・　取得した住宅の所有権保存登記をしている方

○　対象外となる場合
　次に掲げるいずれかの要件に該当する場合は対象外となります。
・　相続、贈与、または取得対価を伴わない事由で住宅を取得した方
・　公共事業に伴う住宅の移転補償により住宅を取得した方
・　利根町暴力団排除条例第２条第３号に規定する暴力団員等、または同条第１号に規定する
暴力団もしくは、同条第２号に規定する暴力団員等と密接な関係を有する方

○　助成金額
　３０万円
　下記加算事由に該当する場合は、それぞれ１０万円を助成金に加算します。

○　交付申請方法
　交付申請方法は、町公式ホームページ（「トップページ」→「移住定住支援」→「新築マイホー
ム取得助成金」）をご覧になるか、役場企画財政課　まちづくり推進係にお問い合わせください。

◎問い合わせ先
　役場企画財政課	まちづくり推進係　℡６８－２２１１（内線２２８）

　 ｅ machisui@town.tone. lg.jp

加　算　事　由 加算額

中学生以下の子供と同居する世帯 １０万円

町外から転入する世帯
※転入日前１年以上利根町の住民でないこと １０万円
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確定申告書は自宅で作成し郵送で提出！

１　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を選択します

２　「作成開始」を選択します

３　提出方法を選択します

４　書面で出力し、管轄の税務署へ郵送等でご提出ください
※　プリンターがない場合でも、ＰＤＦファイルで保存すればコンビニ等で出力可能です（プリント代がかかります）

※　ｅ-Ｔａｘや確定申告書等作成コーナー等のパソコン操作に関するお問い合わせは、
　　ｅ-Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク（☎ 0570-01-5901）へお問い合わせください。
【受付時間】　平成28年１月中旬～３月15日（火）は→午前９時～午後８時、
　　　　　　　　　　　　　　　　　上記以外の期間は→午前９時～午後５時
　　　　　　　（土・日曜日、祝日および12月29日（火）～１月３日（日）を除きます。

※受付時間は変更になる場合があります）

　申告書等の提出方法を選択してください。

　印刷して書面で提出する場合は、右の
「書面提出」をクリックしてください。
　e-Tax で送信する場合は左の「e-Tax」をクリック
してください。

　e-Tax�の利用に際しては、電子証明書の取得、ＩＣ
カードリーダライタの購入などの事前準備が必要です。

　確定申告期間中（2/16 ～ 3/15）は、確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくこととなります。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、ご自宅で確定申告書等が作成できま
す。詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。
※ご案内の画面は平成 26 年分の「確定申告書等作成コーナー」を使用しているため、変更になる場合があります。

▶確定申告書等作成コーナー

「様式・手引き・入力例」には、所得税における
給与所得や医療費控除などの入力編、贈与税に
おける住宅取得等資金の非課税の適用を受ける
場合編など、さまざまな入力例がありますので
ご覧ください。

ポイント！

○国税局・税務署からのお知らせ

www.nta.go.jp　   国税庁 検索
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犬
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
犬

の
習
性
で
、電
柱
等
に「
お
し
っ

こ
」
を
か
け
て
マ
ー
キ
ン
グ
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

犬
の
マ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
不
快
な
思
い
を
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で

す
。

　

住
宅
街
の
中
を
散
歩
さ
せ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
水
を
入

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ス
プ

レ
ー
ボ
ト
ル
の
準
備
を
し
て
、

マ
ー
キ
ン
グ
し
た
場
所
を
水
で

流
す
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犬
が
フ
ン
を
し
た
場

合
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。
ご
近
所
の
方
が
、
不
快
な

思
い
を
し
な
い
よ
う
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
散
歩
を
さ
せ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
交
付
さ
れ
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
に
関
連

し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

☆
「
役
場
か
ら
で
す
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し

て
も
ら
わ
な
い
と
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
手
数
料
が
か

か
る
の
で
銀
行
振
り
込
み
か

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ

て
き
て
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
」

☆
「
銀
行
か
ら
で
す
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
申
請
し
な
い
と

年
金
を
振
り
込
め
な
い
よ
う

に
な
っ
た
の
で
番
号
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
も
か

か
る
の
で
今
か
ら
申
し
上
げ

る
指
定
の
口
座
に
お
金
を
振

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

	

（
内
線
２
５
３
）

　

な
ど
の
不
審
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
要
注
意
で
す
。

　

基
本
的
に
役
場
や
銀
行
が
電

話
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
尋
ね
た

り
入
金
を
促
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
冷
静

に
な
っ
て
、
確
認
の
電
話
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
相
談
窓
口

　

役
場
経
済
課

　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
４
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
曜
日
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

な
お
、
近
隣
市
町
村
へ
の
ご
相

談
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

情
報
流
出
に
ご
注

意
！

　「野焼き（野外焼却）」は、法律により厳しく禁止されている犯罪行為です。廃棄物処理及び清掃
に関する法律の第 16 条の２で、次のとおり明記されています。
「何人も、次に掲げる方法による場合を除き、廃棄物を焼却してはならない」
①一般廃棄物処理基準、特別管理一般廃棄物処理基準、産業廃棄物処理基準または特別管理産業廃
棄物処理基準に従つて行う廃棄物の焼却
②他の法令、またはこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却
③公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却、または周辺地域の生活環境に与える影
響が軽微である廃棄物の焼却として政令で定めるもの　　　　

　「野焼き」は、周囲にお住まいの方々に ｢悪臭がする｣、「洗濯物が汚れる」などの被害を及ぼす
こともあるほか、ダイオキシン類の発生源となって環境汚染の原因にもなります。さらに、火災に
つながる危険もありますので「野焼き」は絶対にやめましょう。
　ごみは「野焼き」するものではありません、「野焼き」せずに町指定のごみ袋に入れて、指定の
日に集積所へ出しましょう。

◎問い合わせ先　　役場環境対策課　℡６８－２２１１（内線２５３）

野焼きは法律で禁止されています！
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茨城県地域公共交通外出支援事業
「バスお試し乗車券」配布事業の実施について
　マイカーの普及や少子化の進行を背景に公共交通の利用者が減少し、地域住民の生活を支える公共交
通の維持確保には活性化が重要であると考えています。
　茨城県では、公共交通による外出機会の増加を促し、地域消費の喚起を図ることを目的とした「バス
お試し乗車券」・「お買い物割引クーポン券」を発行する地域公共交通外出支援事業を実施することにし
ました。
　なお、実施内容は下記のとおりです。
１．対象地域　　町内全域　全戸配布「バスお試し乗車券」が回覧により１１月下旬ごろに配布されます。
　　　　　　　　　　　　　（地域により配布時期、対象路線が変わります）
２．使用期間　　１２月１日（火）	～	１２月３１日（木）
３．運行事業者　大利根交通自動車（株）
４．対象路線　　２路線
　　①コース　　立崎⇔北方車庫⇔取手駅

　　②コース　　利根ニュータウン東⇔布佐駅

５．実施内容　（１）「バスお試し乗車券」（１枚、５０円券×８枚綴り４００円分）
・１回の乗車で、お一人さま２枚まで１００円分使用可能。
・バス降車時に現金と一緒にご使用ください。
（２）「お買い物割引クーポン券」（１枚、５００円割引）
・①②の路線バスに設置されていますので、乗車の際にお取りください。
・使用方法は、表面のアンケートに記入をし、裏面に掲載されている町内指定の店舗で
　５００円以上の買物の時に使用可能。
　（①②の路線とも３００枚限定）
・利根町プレミアム商品券との併用も可能。

◎問い合わせ先　　役場企画財政課　　℡６８－２２１１（内線２２３）
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利根町生涯学習センター講座　参加者募集

●　申し込み用紙は、利根町生涯学習センター・利根町公民館窓口で配布しております。また、町公式ホームペー
ジ（http://www.town.tone.ibaraki.jp/）からもダウンロードできますのでご利用ください。
氏名（ふりがな）、住所、電話番号、希望講座名を記入の上、利根町生涯学習センターへ郵送、または窓口へ
申し込みください。住所・氏名を記入し８２円切手を貼った返信用封筒を添えてください。
（小学生は学年と同伴の保護者氏名も記入願います）

●　定員を超えた場合は厳正な抽選の上、応募者全員に結果を通知いたします。		
●　申込締め切りは１２月１９日（土）必着分までです。講座は複数申し込みできます。
　　ご不明な点は利根町生涯学習センターまでご連絡ください。
◆受講資格　利根町在住、または在勤の方　◆受講料　無料　
【講座の開催については、都合により変更となる場合がありますのであらかじめご了承ください】
◎申し込み・問い合わせ先：利根町生涯学習センター（〒300-1615　利根町中谷９６７　℡６８－３２６３）
（問い合わせ時間：午前９時から午後５時まで【ただし、月曜日、祝日は休館日です】）

野鳥観察教室
　利根町にはたくさんの野鳥がいます。野鳥について実際に観察し、鳥の名前や特徴を学んでみませんか。
●講師　中

なか

山
やま

　正
まさ

夫
お

　氏　利根町バードウォッチングクラブの方々
●開催日　平成２８年１月２３日（土）	午前９時３０分～正午
●集合場所　利根町生涯学習センター　
●対象・定員　小学生以上～　１５名（小学３年生以下は、保護者同伴でご参加ください）

りらっくすヨガ教室
　どなたでもできる優しい動きのヨガです。体力や柔軟性は必要ありません。体の軸をつくり疲れにくい
体をめざします。
●講師　三

み

木
き

　紀
のり

子
こ

　氏　スワミ・ヨーガ研究財団認定ヨーガ・セラピスト
●開催日/回数　平成２８年１月１４日（木）・２１日（木）・２８日（木）、２月４日（木）・１８日（木）・
　　　　　　	　２５日（木）、いずれも午前１０時～１１時３０分の計６回
●対象・定員　成人	１２名　　●場所　利根町生涯学習センター

申し込み方法
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＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（12月15日～平成28年1月31日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 12月17日（木）、平成28年１月７日（木）・21日（木） 午前10 時～11時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 12月15日（火）、平成28年１月19日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 平成28年１月13日（水）・27日（水）

【講師】筑波大学　兵頭先生・諏訪部先生ほか　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１
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平成 27年度　利根中学校紹介

＜凜
りん

明
めい

祭
さい

の成功！＞

＜いじめ撲滅にむけて＞

＜常総市災害募金の活動＞

　今年の利根中も、全校生徒が仲間と協力し合う心、助け合う心が学校を支えています。それに加え、利根中
学校生徒には納得のいくまで努力し続けるパワーがあります。それでは、二学期の利根中学校の取り組みの一
部を紹介します。

（凜明祭の様子）

（いじめ撲滅標語の掲示の様子）

　今年の凜明祭は体育館の工事のため、龍ケ崎市文化会
館で開催しました。合唱のリハーサルを行うことができ
ないまま当日を迎えましたが、生徒一人一人が練習の成
果を十分に発揮し、仲間と力を合わせてすばらしい歌声
を会場全体に響かせました。有志発表でもバイオリン伴
奏によるバンドや演劇、ダンス、生徒作成のおもしろ動
画など多岐にわたり、大いに盛り上がりました。多くの
３年生が、今までで最高の凜明祭になったと振り返るこ
とができました。

　利根中学校がいじめゼロの学校となるように生徒会と
して何ができるかを考え、２学期のはじめに、いじめ撲
滅のための標語作りを行いました。クラス代表案を各ク
ラス代表者が毛筆で清書し、ピロティに掲示しました。
丁寧に書かれた言葉ひとつひとつから気持ちが伝わって
きます。昨年のようにＮＨＫ制作の番組「いじめをノッ
クアウト」の行動宣言に参加するなど、これからも生徒
全員で真剣にいじめと向き合うことができる取り組みを
考え、実行したいと考えています。

　鬼怒川決壊による常総市の災害を受け、ボランティア
委員の呼びかけにより、９月１４日（月）～９月１８日
（金）の期間で募金活動を行いました。クラスごとに毎朝、
ボランティア委員が呼びかけ、それにたくさんの生徒が
賛同し、募金していました。結果として、３６，６９７
円が集まり、茨城新聞社を通して被災された方々に届け
ていただきました。被災地の一日も早い復旧をお祈りい
たします。
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3 4 5 6 7 8 9

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

卓球
午後１時 30 分～３時 30 分
（利根町生涯学習センター）
バドミントン
午後３時～６時
（文間小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文間小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

1 2
早朝

午前

午後

夜間

10 11 12 13 14 15 16

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

卓球
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

午後
バドミントン
午後３時～６時
（文間小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文間小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

（利根町総合型地域スポーツクラブ）
1 月の活動予定1月の活動予定1月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度、「ウオーキング」は、100 円です。（早朝の「楊名時太極拳」は無料）

日 月 火 水 木 金 土

17 18 19 20 21 22 23

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

卓球
午後１時 30 分～３時 30 分
（利根町生涯学習センター）
バドミントン
午後３時～６時
（文間小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文間小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

24 25 26 27 28 29 30

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

卓球
午後１時 30 分～３時 30 分
（利根町生涯学習センター）
バドミントン
午後３時～６時
（文間小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文間小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。
☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
☆　会場の準備、片付けは参加者全員で行ないましょう。
☆　最新の活動計画は、毎月末に翌月の活動計画が「とねっと」に掲載されます。
　　お問い合わせは、事務局でも対応いたします。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワイ くらぶ　クラ
ブハウス」、「利根町生涯学習センター」、「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動場所（早朝の太極
拳とウオーキングは除く）で行っておりますので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２

31
早朝

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

午後

夜間
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とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。また、子供同士のたくさんの遊びや、ふれあい体験の場にもなっています。
担当保育士とのたわいのないおしゃべりもおすすめです。（*^_^*）
　面倒がらずに、ぜひ出掛けてきてください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　
とね子育て支援センター（文間保育園内）
　℡６８－３１９４
※案内の手紙は、利根町役場の福祉課・住民課
前のお便りBOXにも入っています。また、
町公式ホームページでもご覧いただけます。

＊＊１月の予定＊＊
◎とね子育て支援センターの活動は、通常
は文間保育園内にて、月曜日～金曜日に
行っています。
　（土・日曜日、祝日は、お休みです。）
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セン
ターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してく
ださい。

７ 木 とね子育て支援センター始まり
８ 金 すっきりサロン
12 火 すくすく
13 水 ワイワイサロン（Ｐ23参照）
14 木 誕生カード作り３月生まれ
15 金 誕生カード作り３月生まれ
19 火 にこにこ広場＆しゃべランチ
20 水 よちよち
22 金 ねんね
25 月 赤ちゃん＆マタニティさん
26 火 すくすく
27 水 すっきりサロン
29 金 にこにこ広場＆しゃべランチ
＊12月28日（月）から新年１月６日（水）までと

ね子育て支援センターは、お休みです。１月
７日（木）からお待ちしています。これから
の季節は寒くなりますが部屋を暖めておきま
すので、遊びにきてください。

保育園の開放（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
　　　　（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩し
てくださってもかまいません。

■お孫さんを見ていらっしゃる
祖父母の方もご利用ください。
■雨の日も遊べる小さな部屋が
あります。

にこにこ赤ちゃん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊び
を楽しんでください。小さいか
らこその大変さをお母さん同
士、分かち合ってください。

年齢別のサークル
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　すくすく・よちよち・ねんね・赤
ちゃんと年齢で分かれて活動する日。
内容は季節や年齢に合わせた（制作や
戸外活動・歌・手遊び・育児情報交換
など）を取り入れています。

にこにこ広場（*^_^*）
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　みんなであいさつを済ませて
から園庭および室内で好きな遊
びを楽しんでください。最後に
保育士の紙芝居や絵本の読み聞
かせなどもあります。

しゃべランチ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

すっきりサロンへどうぞ 
午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだ
お友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人き
りで過ごされているお母さんや、
おばあちゃん
○ちょっと話をしたい、話を聞いて
欲しいという親子の方など、思い
切って一度出掛けてみませんか？
おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。
お気軽にどうぞ

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 24 年４月～平成 25 年３月生まれ
よちよち：平成 25 年４月～平成 26 年３月生まれ
ねんね：平成 26 年４月～平成 27 年３月生まれ
赤ちゃん：平成 27 年４月生まれから
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねんねの
日に遊びに来てお母さんたちや小さいお子さ
んたちとふれあってください。
＊ねんねの早生まれの方は、赤ちゃんの日に遊
びに来てくださると良いです。お子さんの状
態により両方をご利用ください。

△９月の赤ちゃんとマタニティさん
の日は新しく参加した赤ちゃんもお
り、活気がありました。4～ 6 月生
まれの赤ちゃんもそろそろ遊びに出
掛けてきませんか？

△もえぎ野台の自然公園は年間を
通じておじゃましている公園で
す。この規模の公園が他にもある
といいね～と、みんなで話しまし
た。9月の様子です。

　カレンダーも最後の１枚になり
ました。羊さんから猿さんへのバ
トンタッチもあと少しです。まだ
間に合います。今年のうちにでき
る事があればやってみましょう。
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平成27年度　下水道促進週間コンクール
　平成 27 年度下水道促進週間コンクールに、たくさんのご応募ありがとうございました。
　今年度も絵画・ポスターの部４１点、作文の部２点、書道の部１４７点、新聞の部３点、標語の部９１
点の総数２８４点という多くの優秀な作品の応募がありました。いずれも力作ぞろいで審査に難航しまし
たが、それぞれの部で次の方々が入賞されました。
　応募された皆さんの作品は、第 55 回「下水道いろいろコンクール」応募のため、日本下水道協会へ送
付させていただきました。

入
賞
者�

―
敬
称
略
―

【
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

利
根
町
長
賞

志し

村む
ら　

実み

桜お

（
布
川
小
２
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

山や
ま

中な
か　

芽め

依い

（
文
小
３
年
）

下
水
道
賞

塚つ
か

嵜ざ
き　

遥は
る

奈な

（
利
根
中
２
年
）

【
作
文
の
部
】

利
根
町
長
賞

白し
ら

井い　

三み

奈な

（
文
間
小
６
年
）

【
書
道
の
部
】

利
根
町
長
賞

武む

藤と
う　

朱あ
か

里り

（
利
根
中
３
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

髙た
か

橋は
し

こ
こ
ろ
（
文
間
小
６
年
）

下
水
道
賞

小こ

林ば
や
し　

嘉よ
し

人と

（
文
小
３
年
）

根ね

本も
と　

有あ
り

紗さ

（
文
小
５
年
）

若わ
か

泉い
ず
み　

璃り

子こ

（
布
川
小
２
年
）

坂さ
か

口ぐ
ち　

龍り
ゅ
う

翼く

（
布
川
小
６
年
）

服は
っ
と
り部　

日ひ
な
た向
（
文
間
小
３
年
）

根ね

本も
と　

結ゆ
い

菜な

（
利
根
中
１
年
）

増ま
す

田だ　

美み

優う

（
利
根
中
３
年
）

三さ
ん

野の　

純す
み

花か

（
利
根
中
２
年
）

【
新
聞
の
部
】

利
根
町
長
賞

白し
ら

井い　

三み

奈な

（
文
間
小
６
年
）

鈴す
ず

木き　

ひ
な
（
文
間
小
６
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

本ほ
ん

谷や　

桃も
も

華か

（
文
間
小
６
年
）

【
標
語
の
部
】

利
根
町
長
賞

鈴す
ず

木き　

怜れ
い

奈な

（
利
根
中
１
年
）

利
根
町
教
育
長
賞

三み

谷た
に　

俊と
し

貴き

（
利
根
中
２
年
）

下
水
道
賞

兒こ

玉だ
ま　

璃り

沙さ

（
利
根
中
３
年
）

小お

倉ぐ
ら　

珠じ
ゅ

梨り

（
利
根
中
２
年
）

林は
や
し　
　

佑ゆ
う

匠た

（
利
根
中
１
年
）

△町長賞・教育長賞を受賞された皆さん

△ナイスショット

　

10
月
15
日（
木
）、
晴
天
の
秋
空
の
下
、
第
２
回
利
根
町
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
利
根
町
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
）
が
、
利
根

町
浄
化
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
60
歳
か
ら
最
高
90
歳
の
１
６
９
名
が

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
競
技
は
、
個
人
戦
で
８
ホ
ー

ル
を
３
回
、
24
ス
ト
ロ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
多
数

出
る
な
ど
お
の
お
の
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
い
い
汗
流
す

第
２
回
利
根
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
さ
れ
る

町の話題
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△自転車競技をする選手

△競技を終えてほっとする選手

　

10
月
18
日（
日
）、
牛
久
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
お
い
て
、
第
66
回
茨
城
県

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県

南
南
部
地
区
大
会
が
開
催
さ

れ
、
地
区
内
の
９
市
町
村
か
ら

ポ
ン
プ
車
の
部
５
チ
ー
ム
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
８
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
21
日（
水
）、
ひ
た
ち

な
か
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

に
お
い
て
第
13
回
交
通
安
全
高

齢
者
自
転
車
競
技
茨
城
県
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
自

転
車
事
故
が
増
加
し
て
い
る
た

め
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
茨
城
県
内
各
警
察
署
管
内

の
代
表
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

自
転
車
の
運
転
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
取
手
警
察
署
管
内

の
代
表
で
利
根
町
チ
ー
ム
が
参

加
、
選
手
の
方
々
は
、
９
月
28

日
か
ら
約
３
週
間
練
習
に
励
み
、

鮮
や
か
な
自
転
車
運
転
技
能
を

披
露
し
ま
し
た
。
練
習
に
は
、

利
根
町
交
通
安
全
指
導
隊
、
交

通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ま
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
肺
停
止
の
男
性
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に

よ
る
救
命
処
置
を
し
た
と
し
て

10
月
27
日（
火
）、
稲
敷
広
域

消
防
本
部
か
ら
利
根
町
役
場
に

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

		
今
年
９
月
14
日（
月
）
午
後

庁
舎
１
階
住
民
課
窓
口
付
近
に

お
い
て
、
意
識
を
失
い
心
肺
停

上
位
の
結
果

ポ
ン
プ
車
の
部

優　

勝　
　
　

取
手
市
消
防
団

準
優
勝　
　
　

阿
見
町
消
防
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優　

勝　
　
　

阿
見
町
消
防
団

準
優
勝　
　
　

河
内
町
消
防
団

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
県
南

南
部
地
区
大
会
開
催

第
13
回
交
通
安
全

高
齢
者
自
転
車
競
技

茨
城
県
大
会

利
根
町
役
場
に

感
謝
状

　

利
根
町
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
第
３
分
団
（
布
川
）

が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。
各
チ
ー
ム
の
競
技
が
終
了

す
る
ご
と
に
応
援
席
か
ら
選
手

に
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

△

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
選
手

止
状
態
と
な
っ
た
男
性
に
対

し
、
１
階
の
役
場
職
員
数
名
が

庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
、
迅
速
に
心
肺
蘇
生
を

実
施
。
こ
れ
に
よ
り
男
性
は
心

拍
を
回
復
し
、
自
発
呼
吸
を
再

開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
病
院

へ
運
ば
れ
治
療
を
受
け
、
現
在

は
社
会
復
帰
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
町
で
は
庁
舎
・
出
先

機
関
・
町
内
小
・
中
学
校
お
よ

び
町
内
２
箇
所
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
役
場
全
職

員
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習
の

受
講
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

△

感
謝
状
を
受
け
取
る
遠
山
町
長（
右
）、

石
塚
伸
也
稲
敷
広
域
消
防
本
部
消
防

長
（
中
央
）、
黒
田
正
巳
利
根
消
防
署

長
（
左
）
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町の話題
　

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
テ
レ
ビ
東
京
の
番
組

「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の

収
録
が
10
月
25
日（
日
）
利
根

町
公
民
館　

１
階
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

収
録
前
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
と

会
場
の
お
客
さ
ま
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
皆

さ
ま
も
出
演
者
で
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
と
話
が
あ

り
、
い
ざ
収
録
へ
。

　

町
内
外
か
ら
多
数
の
鑑
定
品

が
集
ま
り
、
内
６
名
の
方
が
選

ば
れ
、
利
根
町
役
場
か
ら
は
、

遠
山
町
長
が
利
根
町
歴
史
民
俗

資
料
館
所
蔵
の
額
（
勝
海
舟
自

筆
を
掘
っ
た
額
）
を
鑑
定
品
と

し
て
出
品
「
60
周
年
記
念
」
か

ら
60
万
円
を
掲
げ
ま
し
た
が
、

　

Ｓ
Ｇ
Ｃ（
生
涯
現
役
ク
ラ
ブ
：

つ
く
ば
市
・
土
浦
市
な
ど
に
在

住
）
の
皆
さ
ん
は
、
健
康
維
持

の
た
め
県
南
を
中
心
に
神
社
仏

閣
な
ど
の
史
跡
巡
り
を
行
っ
て

お
り
、
ネ
ッ
ト
で
利
根
町
の

鎌
倉
街
道
を
知
り
10
月
９
日

　

い
ば
ら
き
教
育
月
間
の
11
月

に
利
根
町
青
少
年
相
談
連
絡
協

議
会
で
は
、
11
月
３
日（
火
）

開
催
の
利
根
町
地
場
産
業
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
お
よ
び
文
化
祭

会
場
、
町
内
ス
ー
パ
ー
２
カ
所

の
駐
車
場
で
、
地
域
の
人
々
の

深
い
理
解
と
関
心
を
促
す
た
め
、

町
内
広
域
で
青
少
年
非
行
防
止

キ
ャ
ラ
バ
ン
広
報
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け

運
動
」
も
同
時
に
実
施
、
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
は
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
で
、
大
人
と

鑑
定
結
果
は
、
な
ん
と
40
万
円

ア
ッ
プ
の
１
０
０
万
円
の
評
価

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
の
石い

し

田だ

靖や
す
し

さ
ん
（
お
笑

い
タ
レ
ン
ト
）
の
面
白
い
ト
ー

ク
に
よ
り
舞
台
と
客
席
が
一
体

と
な
り
大
変
盛
り
上
が
っ
た
中

で
の
番
組
収
録
で
し
た
。

　

放
送
は
、
11
月
24
日（
火
）

に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
利
根

中
世
の
面
影
残
す

「利
根
町
の
鎌
倉
街
道
」

に
感
動
！

青
少
年
非
行
防
止

キ
ャ
ラ
バ
ン
広
報

活
動
を
実
施

△会場は大盛り上がり

収録の様子

△

子
ど
も
・
大
人
同
士
・
子
ど
も

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
広
げ
る
運
動
で
す
。
ま
ず
大

人
か
ら
「
お
は
よ
う
」
の
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
！

（
金
）、
Ｓ
Ｇ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
12
名

が
利
根
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
利
根
町
布
川
に
お

住
ま
い
の
鎌
倉
街
道
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
の
根
本
さ
ん
が

案
内
し
、
鎌
倉
街
道
、
王お

う

子じ

神

社
、
柳
田
國
男
記
念
公
苑
、
布

川
神
社
、
来
見
寺
な
ど
を
散
策

し
ま
し
た
。

　

利
根
町
に
は
、
中
世
の
鎌
倉

街
道
が
そ
の
ま
ま
現
存
し
て
い

る
こ
と
や
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
、
ま
た
来
た
い
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

△

鎌
倉
街
道
を
散
策
す
る
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
皆

さ
ん
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね

△キャラバン活動をする青少年相談委員の皆さん
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第
31
回
利
根
町
文
化
祭
（
11
月
２
・
３
日
）
第
８
回

利
根
町
地
場
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
月
３
日
）

△会場は大勢の人でにぎわいました

△芸能部門発表 △芸術部門即売会△芸術作品の展示

△

利
根
町
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

救
急
救
命
の
仕
方
を
啓
発

　

利
根
町
公
民
館
・
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
駐
車
場
に
お
い

て
、
利
根
町
文
化
祭
、
利
根
町
地
場
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
芸
術
作
品
・
芸
能
発
表
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
地
場
産
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
場
産
業
の
紹
介
や
販
売
、
利
根

町
産
の
新
米
や
米
粉
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
町

制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
カ
カ
シ
コ
ン
テ
ス
ト
、
抽
選
会
、
国

産
ワ
イ
ン
の
無
料
試
飲
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、と
て
も
好
評
で
し
た
。
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
職
場
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
」

～
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を
早
め
に

キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
～

　

体
も
心
も
健
康
で
あ
る
こ
と

は
日
常
生
活
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
仕
事
を

進
め
る
上
で
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
働
き
な
が
ら
、
体
も
心
も

元
気
に
過
ご
す
た
め
、
ス
ト
レ

ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法

や
、
職
場
で
の
気
付
き
、
対
応

な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
は
？

・
ス
ト
レ
ス
に
気
付
こ
う

・
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス

・
ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い
方

・
職
場
復
帰
へ
の
ス
テ
ッ
プ

・
心
の
健
康
を
保
つ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

▽
日
時

　

平
成
28
年
１
月
13
日（
水
）

・
講
演
会
：
午
後
１
時
30
分
～

３
時
（
受
け
付
け　

午
後
１

時
15
分
～
）

▽
場
所　

利
根
町
役
場　

１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
講
師　

大お
お

森も
り

惠け
い

司じ

先
生

茨
城
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

＊
申
し
込
み
不
要

無料クーポン検診を受診しましょう！
　今年度対象となっている方へ、５月に無料クーポン券を送付しています。しかし、対象となって
いる方の検診受診者がとても少ない状況です。有効期限を過ぎると助成は受けられません。まだご
利用いただいていない方は、ぜひ受診をお勧めします。

大 腸 が ん 検 診

対 象 者

下記の生年月日の方全員
昭和 49 年４月２日～昭和 50 年４月１日
昭和 44 年４月２日～昭和 45 年４月１日
昭和 39 年４月２日～昭和 40 年４月１日
昭和 34 年４月２日～昭和 35 年４月１日
昭和 29 年４月２日～昭和 30 年４月１日

料 金 無料

検診方法
検便（便潜血検査２日法）
検体容器を利根町保健福祉センターで配布（郵送希望の場合は、電話でお申し
込みください）

日 時 平成 28 年１月 25 日（月）～ 29 日（金）、２月 22 日（月）～ 26 日（金）
受付時間：午前９時～正午

場 所 利根町保健福祉センターに検体を提出

乳がん検診（女性） 子宮頸がん検診（女性）

対 象 者

昭和49年４月２日～昭和50年４月１日 全員 平成６年４月２日～平成７年４月１日 全員

昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
昭和44年４月２日～昭和45年４月１日
昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
昭和39年４月２日～昭和40年４月１日
昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
昭和34年４月２日～昭和35年４月１日
昭和32年４月２日～昭和33年４月１日
昭和29年４月２日～昭和30年４月１日

過
去
５
年
間
未
受
診
の
方

平成４年４月２日～平成５年４月１日
平成元年４月２日～平成２年４月１日
昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
昭和59年４月２日～昭和60年４月１日
昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
昭和54年４月２日～昭和55年４月１日
昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
昭和49年４月２日～昭和50年４月１日

過
去
５
年
間
未
受
診
の
方

料 金 無料

検診方法 マンモグラフィー検査 子宮頸部細胞診（ベセスダ方式）

検 診 日 平成 28 年２月 29 日（月）まで

場 所 契約医療機関
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健 診 ・ 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所・予約先

各

種

相

談

日

育児相談 １月13日（水） 午前10時～11時
全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロンも同時開催 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
12月15日（火）
１月 ７日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による
相談　前日までに予約

口腔相談 12月16日（水）
午前10時～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 12月22日（火）
午後1時30分～3時30分の
うちの予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 １月12日（火）
午後1時30分～3時のうち
の予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 １月13日（水）
午前10時～
11時

利根町保健福祉センター

サロン・ド・い
ちょう

こころの健康づく
り・居場所

12月17日（木）
午後1時30分
～3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035

（初めて参加する方はご連絡ください）

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た

ヘ
ル
シ
ー
若
返
り
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
！

　

10
月
に
県
と
の
共
催
で
『
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
３
級
指

導
士
養
成
講
習
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
５
名
の
方
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
関
節
や
筋
肉

等
の
名
称
・
働
き
を
学
び
、
日

常
生
活
動
作
に
必
要
な
筋
力
を

付
け
た
り
、
関
節
の
動
き
を
よ

く
す
る
た
め
の
体
操
を
学
び
ま

し
た
。

　

今
年
の
ヘ
ル
シ
ー
若
返
り
講

座
は
「
脂
質
異
常
症
」
が
テ
ー

マ
で
し
た
。
栄
養
講
座
と
運
動

講
座
の
二
本
立
て
で
、
そ
れ
ぞ

れ
23
名
と
19
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

栄
養
講
座
で
は
、
食
生
活
改

善
推
進
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、

レ
ン
ジ
で
手
軽
に
作
れ
る
野
菜

料
理
な
ど
を
試
食
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
簡
単
で
お

　

今
後
、
受
講
者
に
は
、
県
か

ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
「
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
」

と
し
て
、
地
域
で
介
護
予
防
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
町
内

で
は
公
共
施
設
の
ほ
か
に
、
各

地
区
の
集
会
所
、
老
人
ク
ラ
ブ

等
で
体
操
教
室
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ

と
り
で
も
」を
合
言
葉
と
し
て
、

道
具
を
使
わ
ず
に
で
き
る
体
操

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－
８
２
９
１

い
し
か
っ
た
と
大
好
評
で
、
ご

家
庭
で
の
料
理
の
ひ
と
つ
に
早

速
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
た
方

も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

運
動
講
座
は
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ

ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
の
石
田
先
生

の
講
義
と
実
技
で
、
ス
ト
レ
ッ

チ
と
筋
ト
レ
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

大
変
熱
心
な
方
々
の
参
加

で
、
質
問
は
多
岐
に
わ
た
り
、

真
剣
さ
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
中

で
楽
し
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

脂
質
異
常
症
が
テ
ー
マ
で
し

た
が
、
大
前
提
に
は
「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
」
と
「
続
け
る

運
動
」
で
す
。
ぜ
ひ
今
回
の
経

験
を
も
と
に
習
慣
化
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

▷
電
子
レ
ン
ジ
で
「
チ
ン
4

4

」
し
て
作
る

簡
単
野
菜
レ
シ
ピ

▷
講
習
会
の
修
了
式
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心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▽
出
願
期
間
：
第
１
回
目　

平

成
28
年
２
月
29
日（
月
）
ま
で
、

第
２
回
目
３
月
20
日（
日
）
ま

で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
先

放
送
大
学
茨
城
学

習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

２
２

８

－

０
６
８
３
、
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

第
４
回
利
根
町
『
町
民
絵
画

展
』
開
催
に
伴
う
出
品
作
品

募
集
！

　

第
４
回
利
根
町
『
町
民
絵
画

展
』（
遠
山　

務
会
長
）
は
、小
・

中
・
高
校
生
に
加
え
、
絵
画
愛

好
家
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き

る
作
品
公
募
展
で
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
展
示
会
期
：
平
成
28
年
３
月

27
日（
日
）
～
４
月
３
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
初
日

は
、
午
後
１
時
か
ら
開
催
、
最

終
日
は
、
午
後
３
時
30
分
で
終

了
）
▽
会
場
：
役
場　

１
階
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー

ル
▽
応
募
資
格
：
小
学
生
以
上

の
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
、

所
属
団
体
の
会
員
の
方
▽
応
募

24

（
日
）午
後
１
時
～
３
時
▽
会

場
：
龍
ケ
崎
市
市
街
地
活
力
セ

ン
タ
ー
「
ま
い
ん
」
２
階
▽
相

談
内
容
：
相
続
、
遺
言
、
農
地

転
用
、
入
国
管
理
各
種
許
可
申

請
手
続
ほ
か
▽
相
談
員
：
行
政

書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

も
え
ぎ
野
台
よ
つ
ば
診
療
所

医
療
・
介
護
無
料
相
談

▽
日
時
：
12
月
12
日（
土
）、

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
５
時
▽
場
所
：

も
え
ぎ
野
台
よ
つ
ば
診
療
所
▽

内
容
：
医
療
、
介
護
に
関
す
る

こ
と
▽
相
談
員
：
薬
剤
師
・
看

護
師
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
・
介

護
支
援
相
談
員
等
（
医
師
に
よ

る
相
談
は
、有
料
と
な
り
ま
す
）

▽
そ
の
他
：
相
談
は
、
予
約
制

申
・
問
も
え
ぎ
野
台
よ
つ
ば
診

療
所
☎
０
２
９
７

－

８
５

－

５

５
８
１

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
12
月
15
日（
火
）
午

後
２
時
～
４
時
、
平
成
28
年
１

月
６
日（
水
）
午
後
３
時
～
５

時
▽
場
所
：
茨
城
県
竜
ケ
崎
保

健
所　

１
階
相
談
室
（
龍
ケ
崎

市
２
９
８
３

－

１
）▽
対
象
者
：

　

本
年
度
の
権
利
擁
護
の
事
業

は
『
成
年
後
見
制
度
』
に
つ
い

て
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
知
識
を
皆
さ

ん
で
共
有
し
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
12
月
18
日（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受

け
付
け　

午
後
１
時
～
）
▽
場

所
：
利
根
町
図
書
館　

２
階
多

目
的
ホ
ー
ル
▽
内
容
：『
初
歩

か
ら
学
べ
る
成
年
後
見
制
度
』

▽
講
師
：
法
テ
ラ
ス
牛
久
法
律

事
務
所
所
属
弁
護
士
▽
参
加

費
：
無
料
▽
申
し
込
み
：
不
要

問
役
場
福
祉
課（
介
護
予
防
係
）

☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
４

８
・
３
３
６
）

利
根
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
68

－

８
９
４
１

放
送
大
学

４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

精
神
症
状
の
あ
る
患
者
の
家
族
、

本
人
▽
そ
の
他
：
予
約
制
▽
相

談
員
：
医
師
お
よ
び
保
健
師

申
・
問
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９
７

－
６

２

－

２
３
６
７

『
介
護
者
の
つ
ど
い
』

の
ご
案
内

　
『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、

介
護
者
同
士
が
集
ま
り
、
毎
月

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
座
談
会
や
食
事
会
等
を
通

し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
お
互

い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
で
日
帰
り
旅
行
や

新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
、
場
所
、
内
容
な
ど

毎
月
の
予
定
は
「
広
報
と
ね
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
16
日（
水
）
正

午
～
▽
場
所
：
ド
ル
チ
ェ
（
利

根
町
羽
根
野
８
５
０

－

５
０
）

▽
内
容
：
忘
年
会
▽
参
加
費
：

実
費
▽
申
し
込
み
：
不
要

問
役
場
福
祉
課　

介
護
予
防
係

☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
４

８
）成

年
後
見
制
度
学
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
平
成
28
年
１
月
12

日（
火
）午
前
９
時
～
午
後
１
時

▽
相
談
内
容
：
借
金
問
題
、
離

婚
、
相
続
・
贈
与
の
問
題
、
土

地（
借
地
）・
建
物
の
ト
ラ
ブ

ル
、
境
界
争
い
、
夫
婦
・
親
子

な
ど
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ

Ｖ
問
題
、
交
通
事
故
な
ど
で
お

困
り
の
方
の
相
談
▽
相
談
受
付

件
数
：
12
件
ま
で（
一
人
20
分

程
度
）▽
相
談
員
：
町
で
委
託

の
弁
護
士
▽
申
し
込
み
方
法
：

相
談
日
前
日
ま
で
の
電
話
予
約

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
日
空

き
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
で
も

受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
３
３
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
平
成
28
年
１
月
10
日

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申
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ル
▽
対
象
：
幼
児
か
ら
小
学
低

学
年　

先
着
40
名
▽
内
容
：
松

ぼ
っ
く
り
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
▽
参
加

費
：
無
料
▽
主
催
：
利
根
町
図

書
館
・
ち
い
さ
い
お
う
ち

　

個
人
的
に
用
意
す
る
も
の
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ

か
▽
会
費
：
３
０
０
０
円
／
月

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
内
藤
☎
０
８
０

－

３
２
０
１

－

６
４
１
１

平
成
27
年
度	

生
涯
学
習

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

「
マ
ス
オ
さ
ん
現
象
に
見
る
こ

れ
か
ら
の
家
族
」

▽
日
時
：
平
成
28
年
１
月
17

日（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分
（
開
場
午
後
１
時
30
分
～
）

▽
場
所
：
取
手
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ

ラ
ザ
（
取
手
市
新
町
２

－
５

－

２
５
）
▽
内
容
：
ア
ニ
メ
「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
の
マ
ス
オ
さ
ん
役

で
お
馴
染
み
の
人
気
声
優
・
増ま

す

岡お
か

弘ひ
ろ
し

氏	

に
よ
る
現
代
の
家
族

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
講
演
。

▽
入
場
：
無
料
・
要
電
話
予
約

▽
講
師
：
増
岡　

弘
（
俳
優
・

声
優
）
▽
定
員
：
先
着
３
３
０

名申
・
問
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

８
２
６

－

１
１
０
１

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

ク
リ
ス
マ
ス
行
事

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
中
心
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

作
品
：
日
本
画
、
油
彩
、
ア
ク

リ
ル
、
パ
ス
テ
ル
、
水
彩
、
色

鉛
筆
、
水
墨
、
植
物
画
、
鉛
筆
、

ペ
ン
、
布
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
ほ

か
▽
応
募
締
め
切
り
日
：
平
成

28
年
２
月
15
日（
月
）
必
着
▽

「
応
募
要
項
」
用
紙
の
配
布
：

役
場
１
階
、
利
根
町
公
民
館
、

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
利
根
町
図
書
館
、
利
根

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置

の
「
応
募
要
項
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
▽
主

催
：
第
４
回
利
根
町
『
町
民
絵

画
展
』
実
行
委
員
会
（
委
員
長

羽は

川が
わ

幸こ
う

一い
ち

）
▽
後
援
：
利
根
町
、

利
根
町
教
育
委
員
会
、
商
工
会

ほ
か

問
事
務
局　

宮み
や

坂さ
か

☎
68

－

６
５

２
５ア

ン
サ
ン
ブ
ル
Ｋ
合
唱
団

団
員
募
集

　

今
年
４
月
に
利
根
町
に
新
し

く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
Ｋ
合
唱
団
で
す
。男
性
８
名
、

女
性
９
名
が
練
習
を
行
い
利
根

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
介
護

施
設
で
合
唱
を
披
露
し
て
お
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
仲
間
に
な
り
一
緒
に
歌
い
ま

し
ょ
う
。

▽
練
習
日
：
毎
週
火
曜
日　

午

後
１
時
30
分
～
４
時
▽
場
所
：

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
23
日（
水
）
▽

場
所
：
航
空
科
学
博
物
館　

西

棟
展
示
室
▽
費
用
：
入
館
料
の

み問
航
空
科
学
博
物
館
（
千
葉
県

山
武
郡
芝
山
町
岩
山
１
１
１

－

３
）
☎
０
４
７
９

－

７
８

－

０

５
５
７

利
根
町
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

映
画
会

「
第
九
交
響
楽
」

（
１
９
３
５
年　

ド
イ
ツ
）

主
演　

マ
リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
タ

ス
ナ
デ
イ

　

新
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
ハ

ン
ナ
の
夫
が
自
殺
す
る
。
絶
望

の
彼
女
を
救
っ
た
の
は
、
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
九
番
だ
っ
た
。

▽
日
時
：
12
月
19
日（
土
）
午

後
１
時
～
▽
場
所
：
利
根
町
図

書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
▽
入
場
：
無
料

ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど
も
図
書
館
ま

つ
り

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
つ
く

ろ
う
」

▽
日
時
：
12
月
25
日（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
▽
場
所
：
利
根

町
図
書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー

25

募集情報お知らせ！

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

平成28年１月

休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

12月

　

利
根
町
成
人
式
典
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
や
学
校
の
都
合

な
ど
で
町
外
に
転
出
さ
れ
て
い

る
方
で
、
利
根
町
の
式
典
に
出

席
を
希
望
を
さ
れ
る
方
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
家

族
席
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
日
時　

平
成
28
年
１
月
10
日

（
日
）
午
後
２
時
～
（
受
け

付
け　

午
後
１
時
～
）

・
場
所　

利
根
町
公
民
館

・
成
人
該
当
者　

平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

連
絡
・
問
利
根
町
公
民
館　

☎

68

－

７
８
８
１
（
休
館
日
：
月

曜
日
、
祝
日
）

第
31
回
利
根
町
駅
伝
大
会
の
中

止
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
２
月
14
日（
日
）

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
第
31

回
利
根
町
駅
伝
大
会
は
、
会
場

と
な
る
利
根
中
学
校
の
改
修
工

事
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用

出
来
な
い
た
め
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

利
根
町
駅
伝
大
会
事
務
局

☎
68

－

３
２
６
３

（
休
館
日
：
月
曜
日
、
祝
日
）

利
根
町
成
人
式
典

開
催
の
お
知
ら
せ
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ぼうさい　掲示板『もしも…』の時の備蓄と持出品

　「これほど被害を受けるなんて・・・」、「まさか避難までするとは・・・」
　大規模災害の場合、電気、ガス、水道の停止や交通網の遮断などライフラインのまひに
より、食料などが調達しにくくなったり、調達できても調理ができなかったりすることが
想定されます。自分が被災することを想定し、日ごろから災害時に必要なものを考え、通
常の備蓄品と非常持出品を区別して備えるように心がけましょう。

◆備蓄品・・・・災害が発生し、ライフラインや公的機関が機能しなくなった場合や、在宅避難になっ
てしまった場合など、外部からの支援物資が届くまでの数日間を過ごすために必要な
もの。

◆非常持出品・・自宅に被害が及ぶような災害の場合、災害時にすばやく避難することが必要であるこ
とから、被災後の生活は避難所での避難生活になることを考え、非常持出袋（リュッ
クなど）に非常食や水、生活・救急用品などを入れて備えておくもの。貴重品や普段
使用している薬等も、いつでも非常持出袋に入れて持ち出せるように、日ごろから整
理しておくことも必要です。

「あって良かった！」、「持ってて良かった」となるよう、災害時にどんな物
が必要なのかを家族で相談し合い、備蓄品リスト・非常持出品リストを作成し、
必要なものを備えておきましょう。

　ローリングストック法とは、非常食を長期間ストックするのではなく、普段の食事に利用する缶詰
やレトルトなどを備蓄食料として、常時備えつつも普段の生活で消費し、その消費した分を買い足し
ていくことで、期限が切れることなく、常に一定量を備蓄する方法です。

※　上記はあくまで備蓄品および非常持出品の参考例ですので、女性や乳幼児や高齢者の方など個人
によっては、必要となるものが変わってくる場合があります。参考例以外に必要となるものを各
自想定し、備えましょう。

備蓄の流
はやり

行：ローリングストック法！

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡	６８－２２１１（内線５０１）

○備蓄品（例） ○非常持出品（例）

・飲料水
　一人 1日３ℓを３日分以上（９ℓ）
・非常食
非常持出品も含め、最低３日分以上、できれば
１週間分以上は備えること
・生活用品
毛布、簡易トイレ、ウェットテッシュ、衣類、
タオルなど
・その他
ランタン、	卓上コンロ、ガスボンベ、ポリ容器、
長靴、ロープ、バケツなど
（避難生活が長期化することを考えると火が使
えれば便利）

・貴重品
　現金、預貯金通帳、印鑑など
・非常食
火を使わず食べられる乾パン・缶詰などや
飲料水（500㎖のペットボトルを３本を目安）
・応急医薬品
　常備薬や持病薬、絆創膏やガーゼなど
・生活用品
衣類、ライター、生理用品、ウェットテッシュ
など
・その他
懐中電灯、電池、ラップ、マスク、ホイッスル
など
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△養成講座修了式

男女共同参画ってなあに？　パート�

　11月３日（火）に利根町保健福祉センター駐車場で行われた利根町地場産業フェスティバ
ルの会場にて、町制施行60周年記念事業「男女共同参画アートプロジェクト」が行われました。
　たくさんの方々に参加いただき、男女共同参画社会を実現するために自分には何ができる
のか、作品に思いを詰め込んでいただきました。当日は、男女共同参画推進協議会の委員の
皆さまにもご協力いただき、参加者へ花苗や手作りお花紙ネックレスをプレゼントしました。
　作品は、役場１階イベントホールにて 12月末日まで展示します。

男女共同参画アート作品が完成しました！！

△思いが書かれた手形をボードいっぱいに張りました△手形に思いを書き込む親子

健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

　

ず
い
ぶ
ん
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
皮
膚
科
は
季
節
の
変

化
が
実
感
で
き
る
科
で
す
。
夏

に
多
か
っ
た
あ
せ
も
や
水
虫
が

減
り
、
秋
の
毛
虫
と
草
木
の
か

ぶ
れ
が
過
ぎ
去
り
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
く
る
の
が
乾
燥
肌
と
や

け
ど
で
す
。
今
回
は
、
や
け
ど

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

や
け
ど
は
当
た
り
前
で
す
が

お
湯
や
火
、
油
と
い
っ
た
原
因

が
あ
り
生
じ
る
も
の
で
す
。
診

療
を
行
っ
て
い
る
と
、
い
く
つ

か
の
よ
く
あ
る
受
傷
の
パ
タ
ー

ン
に
気
付
き
ま
す
。
少
し
気
を

つ
け
る
だ
け
で
防
げ
る
も
の
も

多
い
の
で
す
。

　

ま
ず
乳
幼
児
の
や
け
ど
。
加

湿
器
、
炊
飯
器
な
ど
の
蒸
気
に

触
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
乗
っ

た
味
噌
汁
、
ポ
ッ
ト
を
ひ
っ
く

り
返
す
。
家
族
が
ひ
ざ
に
乗
せ

た
ま
ま
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
な

ど
の
食
事
を
し
て
い
て
、
こ
ぼ

し
て
し
ま
う
。
子
供
の
や
け
ど

は
ケ
ロ
イ
ド
に
な
り
や
す
く
診

て
い
て
本
当
に
か
わ
い
そ
う
で

す
。
キ
ッ
チ
ン
の
入
り
口
に
柵

を
作
り
子
供
が
入
っ
て
こ
ら
れ

な
い
よ
う
に
す
る
と
安
心
で

す
。乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、

ポ
ッ
ト
は
厳
禁
。熱
い
汁
物
は
、

子
供
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
食
べ

ま
し
ょ
う
。

　

も
う
少
し
大
き
く
な
っ
て
中

高
生
に
多
い
の
が
、
湯
た
ん
ぽ

に
よ
る
や
け
ど
で
す
。
湯
た
ん

ぽ
の
や
け
ど
は
低
温
熱
傷
、
深

い
や
け
ど
で
必
ず
跡
が
残
り
ま

す
。
皮
膚
科
医
と
し
て
湯
た
ん

ぽ
の
使
用
は
お
勧
め
で
き
ま
せ

ん
。

　

成
人
に
多
い
や
け
ど
は
、
料

理
中
の
や
け
ど
と
飲
酒
後
の
不

注
意
に
よ
る
や
け
ど
。
料
理
中

の
や
け
ど
は
避
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
飲
酒
後
の
や
け
ど
で
避

け
た
い
の
は
、
入
浴
あ
る
い
は

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
よ
う
と
し
て

温
度
設
定
が
高
す
ぎ
る
こ
と
に

気
づ
か
ず
に
熱
傷
を
負
う
こ
と

で
す
。
飲
酒
し
た
場
合
皮
膚
の

感
覚
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
た
め

入
浴
は
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

高
齢
者
に
な
る
と
増
え
て
く

る
の
は
、
再
び
湯
た
ん
ぽ
と
料

理
を
運
ん
で
い
る
最
中
に
こ
ぼ

し
て
し
ま
っ
て
の
や
け
ど
で

す
。
湯
た
ん
ぽ
は
前
述
し
ま
し

た
が
、
高
齢
者
は
自
分
の
身
体

機
能
が
落
ち
て
い
る
こ
と
を
自

覚
す
べ
き
で
す
。熱
い
料
理
は
、

自
分
で
運
ば
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
不
幸
に
し

て
や
け
ど
を
負
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
ま
ず
は
流
水
で
５
～
10
分

冷
や
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
だ
け

で
か
な
り
後
の
重
傷
度
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
後
に
皮

膚
科
専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

や
け
ど
予
防
法

少しだけ紹介すると……
家族との時間を大事にする。
男女に関係なく自分のできる

ことをしていく。
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今
回
、
常
総
市
の
災
害
支
援

と
し
て
、
市
内
で
も
避
難
者
が

最
大
規
模
で
あ
っ
た
石
下
総
合

体
育
館
へ
行
き
、
避
難
者
の
体

調
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
育
館
は
、
決
壊
し
た

堤
防
付
近
に
住
ん
で
い
る
方
々

が
多
く
、
決
壊
当
日
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
救
助
さ
れ
た
方
な
ど

も
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
支
援
は
、
災
害
発

生
か
ら
５
日
目
で
し
た
。
高
齢

者
以
外
の
多
く
の
方
は
、
日
中

は
家
の
片
づ
け
に
自
宅
に
戻

り
、
食
事
と
夜
間
の
睡
眠
を
と

る
た
め
に
避
難
所
を
利
用
し
て

い
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
避
難
所
生
活

で
「
眠
れ
な
い
」、「
ホ
コ
リ
で

常
総
市
の
災
害
支
援

活
動
に
参
加
し
て
⑴

　

９
月
の
台
風
18
号
に
よ
り
常

総
市
の
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、
川

の
水
に
よ
り
家
が
流
さ
れ
、
交

通
機
関
の
ま
ひ
や
、
亡
く
な
る

方
が
出
る
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
利
根
町
役
場
か
ら

も
早
く
か
ら
職
員
の
災
害
派
遣

を
行
い
、
被
災
地
の
支
援
に
当

た
り
ま
し
た
。
２
回
に
分
け
て

支
援
活
動
に
参
加
し
た
職
員
の

声
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト
！

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

【
融
資
額
】

お
子
さ
ま
一
人
あ
た
り
３
５

０
万
円
以
内

【
金
利
】

　

年
２
・
15
％　

固
定
金
利

※
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た

は
世
帯
年
収
（
所
得
）
２
０
０

万
円
（
１
２
２
万
円
）
以
内
の

方
は
年
１
・
75
％
（
平
成
27
年

５
月
11
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】

15
年
以
内（
交
通
遺
児
家
庭
、

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
ま

た
は
世
帯
年
収
（
所
得
）
２

０
０
万
円
（
１
２
２
万
円
）

以
内
の
方
は
18
年
以
内

【
使
い
み
ち
】

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

【
返
済
方
法
】

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー

ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

【
保
証
】

（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保

証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ

る
保
証
も
可
能
）

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索
）、

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
））、
ま
た
は

（
℡
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６

５
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
利
根
町
精
工
組
合
の
ご
案
内

　

利
根
町
精
工
組
合
は
利
根
町

商
工
会
員
の
中
の
建
設
業
関
係

者
の
組
合
で
す
。組
合
員
に
は
、

大
工
・
左
官
・
建
具
・
土
工
・

鳶
・
鉄
工
・
畳
職
・
瓦
職
・
表

具
・
板
金
・
石
工
・
塗
装
・
電

工
・
造
園
・
設
備
・
解
体
工
事

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
専
門

職
の
方
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

親
切
・
丁
寧
な
工
事
で
依
頼

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
合
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
あ
わ

せ
た
ベ
テ
ラ
ン
職
人
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
お

客
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
伺
う
ま
で

に
少
々
お
日
に
ち
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
商
工
会　
　

℡
68

－

７
４
１
７

喉
を
痛
め
る
」、「
カ
ゼ
を
ひ
く
」

な
ど
体
調
を
崩
し
て
い
る
方
も

段
々
と
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
避
難
所
で
は
「
手
洗

い
・
う
が
い
を
し
よ
う
」
な
ど

の
声
か
け
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
流

し
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
確
認
の
面
談
の
際
に

は
、
避
難
者
の
声
と
し
て
「
自

分
が
こ
ん
な
目
に
遭
う
と
思
っ

て
な
か
っ
た
」、「
動
揺
し
て
し

ま
い
、
持
病
の
内
服
薬
を
持
た

ず
避
難
し
て
き
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
避
難
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
た
場

合
、
生
活
用
品
や
内
服
薬
な
ど

す
べ
て
を
持
ち
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
慌
て
て
い
る
と
考

え
が
ま
と
ま
ら
ず
、
荷
物
が
増

え
る
傾
向
に
な
り
ま
す
。

　

避
難
す
る
時
に
必
要
な
物
を

持
っ
て
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
優
先

順
位
を
考
え
、
事
前
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
健
康
管
理
の
側
面
か

ら
考
え
る
と
、
特
に
持
病
を
お

持
ち
の
方
は
、
薬
や
病
気
の
注

意
事
項
等
を
記
載
し
た
ノ
ー
ト

等
を
持
ち
歩
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
自
分
自
身
と
家
族
の
命
を

守
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
家

族
で
災
害
が
起
き
た
時
の
行
動

を
話
し
合
っ
て
み
る
と
い
い
で

す
ね
。（
職
員
Ｈ
）

　

家
を
流
さ
れ
る
、
こ
ん
な
想

像
を
し
て
た
人
は
ほ
ぼ
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
マ
イ
ホ
ー
ム
の

購
入
な
ん
て
人
生
で
一
番
高
い

買
い
物
だ
と
思
い
ま
す
。
一
生

懸
命
働
い
て
手
に
入
れ
た
も
の

が
目
の
前
で
流
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と

か
、
命
の
危
険
さ
え
味
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

被
災
地
…
そ
う
聞
く
の
も
最

近
ニ
ュ
ー
ス
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
近
年
で

は
多
く
の
自
然
災
害
が
起
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
予
想
が
困

難
だ
か
ら
被
害
も
大
き
い
で

す
。

　

今
回
、
災
害
派
遣
で
常
総
市

へ
応
援
に
行
き
、
私
が
も
っ
と

も
心
に
響
い
た
の
は
、
皆
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
す
。

自
ら
進
ん
で
人
の
役
に
立
と
う

と
す
る
の
に
は
，
本
当
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。
実
際
被
災
者
が

必
要
と
し
て
い
る
の
は
衣
服
や

食
料
品
だ
け
で
な
く
体
調
や
精

神
的
な
ケ
ア
も
重
要
な
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
被
災
者
の
受

け
入
れ
施
設
は
、
多
く
の
人
の

協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

が
、
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
被
害
は

二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
は
な
い

で
す
。（
職
員
Ｅ
）
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募 集 区 分
一般職 労務職
管理栄養士 土木作業員 用務員 調理師

職 務 内 容 栄養指導等の業務に
従事

現場において道路、
公園等の土木作業に
従事

校舎維持管理業務等
および事務作業に従
事

町の学校給食業務に
従事

採用予定年月日 平成 28 年４月１日
予 定 人 数 １名 １名 １名 １名

受 験 資 格

昭和 55 年４月２日以
降生まれで、管理栄
養士の資格を有し、
地方公務員法第 16 条
に規定する欠格条項
に該当しない方

昭和 55 年４月２日以
降生まれで、高等学
校卒業以上で、地方
公務員法第 16 条に規
定する欠格条項に該
当しない方

昭和 45 年４月２日以
降生まれで、高等学
校卒業以上で、地方
公務員法第 16 条に規
定する欠格条項に該
当しない方

昭和 45 年４月２日以
降生まれで、調理師
の資格を有し、地方
公務員法第 16 条に規
定する欠格条項に該
当しない方

選 考 の 方 法 第１次選考（書類審査）および第２次選考（作文試験並びに面接試験）とし、第２次選考
は第１次選考の合格者に対してのみ行います。

試験日・会場	
（第２次選考） 平成 28 年２月 19 日（金）　利根町役場　５－Ｃ会議室

合格者の発表 第１次選考・第２次選考とも受験者全員に通知します。

給与 ( 基本給）

高校卒	 14 万 2,100 円	
短大卒	 15 万 4,800 円	
大学卒	 17 万 4,200 円

高校卒 13 万 5,400 円

・学校卒業後一定の職歴等がある場合は、上記金額に加算あり。	
・扶養手当・地域手当・住居手当・通勤手当・時間外勤務手当・期末手当および勤勉手当等あり。
・上記金額は、平成27年４月１日現在の額です。

受 験 手 続・
受 付 期 間

・申込書類の配布方法	 12月７日（月）から役場総務課　人事給与係で配布いたします。
　※郵送請求も可。詳細については、事前にお問い合わせください。
・受付期間　　１月７日（木）から１月25日（月）
　　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで（土・日曜日、祝日を除く）
※郵送の申し込みの場合、簡易書留により平成28年１月25日（月）必着

提 出 書 類 等

①受験申込書（利根町公式ホームページ参照）…１通　	
②誓約書（利根町公式ホームページ参照）…１通	
③履歴書（利根町公式ホームページ参照）…１通
④最終学校の卒業証明書（来春卒業見込みの方は、卒業見込み証明書）…１通
⑤免許証写し（管理栄養士、調理師の受験者で取得済者のみ。）　　	
※申込書類は、すべて本人自筆により黒の万年筆またはボールペンで記入してください。
（訂正箇所には「訂正印」を押印）　　※提出された書類は、返還いたしません。

問い合わせ先 利根町役場　総務課　人事給与係　電話０２９７－６８－２２１１（内線５０４）

利　根　町　職　員　募　集　の　お　知　ら　せ

・
日
時
：
平
成
28
年
１
月
９

日（
土
）
午
前
10
時
～

・
場
所
：
利
根
町
役
場
、
駐

車
場
・
１
階
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

・
内
容
：
第
１
部　

消
防
団

員
・
消
防
署
員
に
よ
る
消

防
車
両
観
閲
入
場
お
よ
び

機
械
器
具
点
検
（
午
前
10

時
～
）第
２
部　

式
典（
表

彰
）（
午
前
10
時
30
分
～
）

第
３
部　

龍
ケ
崎
鳶
職
組

合
若わ

か

鳶と
び

会か
い

に
よ
る
は
し
ご

乗
り
・
纏ま

と
い

振ふ

り
・
木き

遣や

り

歌
の
実
演
（
午
前
11
時
30

分
～
）　

※
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
町
民
の
安
心
安

全
を
守
る
消
防
団
員
・
消
防

署
員
の
勇
姿
に
応
援
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
第
３
部

の
若
鳶
会
に
よ
る
は
し
ご
乗

り
・
纏
振
り
・
木
遣
り
歌
の

実
演
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

消
防
交
通
係
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町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ
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バ
ケ
ツ
の
中
、
そ
の
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に
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姿
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て
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思
議
と
パ
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ー
が
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ら
え
ま

す
。
繊
細
で
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今
、
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が
。
で
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の
吹
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冬
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、
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す
が
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い
で
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）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

【12月の納税等】
・固定資産税・都市計画税３期　　・国民健康保険税６期

・介護保険料５期　　・後期高齢者医療保険料６期

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

17,035(－ 2）
 8,398(＋ 13）
 8,637(－ 15）
 7,016(＋ 18）

11月１日現在

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

年末年始ごみの収集・資源の回収日程

※１２月３０日（水）から平成２８年１月３日（日）までは、ごみの収集・資源の回収は行いませんのでご注意
ください。
※平成２８年１月４日（月）は全地区「もえるごみ」のみ収集いたします。資源物の回収は行いませんのでご
注意ください。
※１２月３０日（水）から平成２８年１月３日（日）は「くりーんプラザ・龍」への直接搬入は行えません。
○ごみ・資源の出し方
　ごみは町指定の袋に入れ、名前を記入してください。　
　ごみ収集日・資源回収日当日の午前８時までに出してください。　
　冬場は空気が乾燥し不審火等、火災の恐れもありますので前日に出すのはやめましょう。
▽問い合わせ先　役場環境対策課　℡６８－２２１１（内線２５２・２５３・２５８）
※個人で直接搬入される方は「くりーんプラザ・龍」（℡０２９７－６０－１７７７) へお問い合わせください。

月　　　　　日 ごみの収集・資源の回収
１２月２５日（金）

通常通り収集・回収を行います
１２月２６日（土）
１２月２７日（日） 収集・回収は行いません
１２月２８日（月）

通常通り収集・回収を行います
１２月２９日（火）
１２月３０日（水）

収集・回収は行いません
１２月３１日（木）

平成２８年１月１日（金）元日
　１月　２日（土）
　１月　３日（日）

　１月　４日（月） 全地区「もえるごみ」のみ収集を行います
（資源物の回収は行いません）

　１月　５日（火） 通常通り収集・回収を行います

　	利根町防災無線テレホンサービス
　防災無線で放送された内容を
新しいものから最大５件確認す
ることができます。
（放送から２４時間経過すると
自動消去されます）
フリーダイヤル
０１２０－３５５－６３３（無料）


